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会
は
、
澤
山
理
事

長
を
議
長
に
選
出
し
、
13

時
30
分
か
ら
15
時
30
分
に

か
け
て
審
議
等
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

前
述
の
議
案
の
他
、
⑤

役
員
人
事
（
案
）
に
つ
い

て
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

①
及
び
②
議
案
で
は
、
昨

年
度
の
活
動
成
果
、
特
に

品
川
区
防
衛
協
会
の
設
立

等
地
区
協
会
の
会
勢
拡
大

努
力
、
創
立
50
周
年
記
念

事
業
の
成
果
、
新
し
い
事

務
局
体
制
へ
の
移
行
及
び

そ
れ
に
伴
う
防
衛
講
演
会
・

部
隊
研
修
等
各
種
事
業
に

参
加
す
る
地
区
協
会
会
員
・

特
別
会
員
の
増
加
等
の
成

果
に
つ
い
て
、
③
及
び
④
議

案
に
つ
い
て
は
、
創
立
51

年
目
と
な
る
今
年
度
の
主

要
な
活
動
で
あ
る
会
勢
拡

大
を
目
指
し
て
の
新
規
事

業
等
の
実
施
、
地
区
協
会
・

特
別
会
員
に
対
す
る
き
め

細
か
な
連
絡
・
調
整
の
実

施
、
そ
の
た
め
の
事
務
局

体
制
の
強
化
及
び
必
要
な

予
算
措
置
等
に
つ
い
て
審

議
が
な
さ
れ
た
結
果
、
⑤

議
案
を
含
め
て
す
べ
て
の

案
件
が
議
決
さ
れ
、
７
月

３
日
（
月
）
に
開
催
さ
れ

る
総
会
に
審
議
案
件
と
し

て
上
程
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

な
お
、
⑤
議
案
で
は
、

佐
藤
正
久
及
び
宇
都
隆
史

参
議
院
議
員
の
当
協
会
相

談
役
へ
の
就
任
が
、
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
に
予
定
さ

れ
て
い
る
当
協
会
の
主
な

事
業
及
び
自
衛
隊
イ
ベ
ン

ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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追
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３
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。
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概
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北
方
領
土
は
、
二
つ
の

「
宣
言
」
で
考
え
る
べ
き

問
題
だ
っ
た
。

一
つ
は
一
九
五
六
年
の

「
日
ソ
共
同
宣
言
」
。
日

ソ
は
戦
争
状
態
を
脱
し
、

「

平
和
条
約
締
結
」

後

「
歯
舞
」
「
色
丹
」
二
島

は
返
還
さ
れ
る
と
合
意
さ

れ
た
。
し
か
し
一
九
六
〇

年
、
日
米
安
保
条
約
改
定

に
反
発
し
た
ソ
連

は
、

「

平
和
条
約
締
結
」

は

「
他
国
軍
隊
の
日
本
か
ら

の
撤
退
が
条
件
」
と
言
い

出
し
、
そ
れ
以
降
「
日
ソ

間
の
領
土
問
題
は
解
決
済
」

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

も
う
一
つ
は
一
九
九
三

年
、
ソ
連
崩
壊
後
の
新
生

ロ
シ
ア
と
の
間
で
締
結
さ

れ
た
「
東
京
宣
言
」
。

こ
こ
で
六
〇
年
以
降
の
ソ

連
の
態
度
は
否
定
さ
れ
、

五
六
年
宣
言
の
「
平
和
条

約
締
結
」
と
「
二
島
返
還
」

が
確
認
さ
れ
、
更
に
「
領

土
問
題
」
と
は
「
択
捉
」

「
国
後
」
も
含
め
た
「
四

島
の
帰
属
問
題
」
と
再
定

義
さ
れ
た
。

よ
く
「

二
島
先
行
か
」

「
四
島
一
括
か
」
と
問
題

に
な
る
が
、
「
四
島
『
一

括
』
」
に
は
言
及
し
て
い

な
い
、
と
い
う
の
が
日
本

政
府
の
ス
タ
ン
ス
だ
。

重
要
な
こ
と
は
、
戦
後
七

〇
年
以
上
を
経
て
、
日
露

間
に
不
可
侵
を
約
束
す
る

「
平
和
条
約
」
が
な
い
の

は
普
通
の
状
態
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
だ
。

筆
者
は
昨
年
九
月
十
五

日
か
ら
「
ビ
ザ
な
し
交
流
」

で
「
国
後
」
「
択
捉
」
を

訪
問
し
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

を
通
じ
て
で
は
わ
か
ら
な

い
本
当
の
姿
を
垣
間
見
る

機
会
を
得
た
。
「
択
捉
」

は
、
道
路
の
舗
装
は
進
み
、

カ
ラ
フ
ル
な
建
物
が
建
ち
、

着
実
に
「
ロ
シ
ア
化
」
が

進
ん
で
い
る
。
現
島
民
は

二
五
年
以
上
続
く
「
ビ
ザ

な
し
交
流
」
の
結
果
、
日

本
・
日
本
人
の
こ
と
は
大

好
き
で
、
一
緒
に
生
活
し

て
も
良
い
と
思
っ
て
い
る
。

一
方
高
齢
に
な
っ
た
元
島

民
の
方
々
も
現
島
民
と
は

顔
見
知
り
で
、
今
や
北
方

領
土
問
題
に
対
す
る
要
望

の
第
一
は
「
自
由
往
来
」

で
、
「
現
島
民
と
共
同
生

活
」
し
て
も
良
い
と
い
う
。

七
十
年
間
何
も
動
か
な
か
っ

た
が
、
「
今
度
こ
そ
具
体

的
に
何
と
か
動
か
し
て
ほ

し
い
。
」
の
だ
。

昨
年
十
二
月
十
六
日
、

安
倍
総
理
と
プ
ー
チ
ン
大

統
領
は
、
平
和
条
約
締
結

に
向
け
た
「
新
し
い
ア
プ

ロ
ー
チ
」
を
発
表
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
は
、
「
北
方
四

島
で
の
共
同
経
済
活
動
の

実
施
に
向
け
た
協
議
の
開

始
」
「
元
島
民
の
北
方
四

島
へ
の
自
由
往
来
の
拡
大
」

「
八
項
目
の
経
済
協
力
計

画
の
着
実
な
実
施
」
だ
。

「
ま
た
ロ
シ
ア
に
騙
さ
れ

る
」
と
い
う
意
見
も
あ
る

が
、
「
経
済
協
力
計
画
」

は
、
日
露
信
頼
醸
成
の
た

め
、
ロ
シ
ア
本
国
で
「
民

間
企
業
」
が
行
う
枠
組
み

だ
。

（
４
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。

昨
年
十
二
月
十
六
日
、

安
倍
総
理
と
プ
ー
チ
ン
大

統
領
は
、
平
和
条
約
締
結

に
向
け
た
「
新
し
い
ア
プ

ロ
ー
チ
」
を
発
表
し
た
。

ポ
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ン
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は
、
「
北
方
四
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で
の
共
同
経
済
活
動
の
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に
向
け
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協
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の
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始
」
「
元
島
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の
北
方
四

島
へ
の
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由
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来
の
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大
」

「
八
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目
の
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済
協
力
計

画
の
着
実
な
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施
」
だ
。

「
ま
た
ロ
シ
ア
に
騙
さ
れ

る
」
と
い
う
意
見
も
あ
る
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「
経
済
協
力
計
画
」
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日
露
信
頼
醸
成
の
た

め
、
ロ
シ
ア
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国
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「
民

間
企
業
」
が
行
う
枠
組
み

だ
。
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上
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東
京
都
防
衛
協
会
（
会
長

佃

和
夫
）
は
、

４
月
21
日
午
後
、
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
に
お
い
て

平
成
28
年
度
第
２
回
理
事
会
を
開
催
、
①
平
成
28
年

度
事
業
報
告
案
及
び
②
同
収
支
決
算
案
、
③
平
成
29

年
度
事
業
計
画
案
及
び
④
同
収
支
予
算
案
等
を
審
議

し
、
原
案
の
と
お
り
議
決
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
佐
藤
正
久
参
議
院
議
員
に
よ
る
防
衛
講

演
会
及
び
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
特
別
会
員
の
皆

様
に
講
演
会
及
び
懇
親
会
へ
の
ご
案
内
を
差
し
上
げ

た
と
こ
ろ
約
20
法
人
・
個
人
会
員
の
皆
様
に
参
加
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

東
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和
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は
、

４
月
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日
午
後
、
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
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に
お
い
て

平
成
28
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第
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を
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平
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事
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計
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及
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予
算
案
等
を
審
議

し
、
原
案
の
と
お
り
議
決
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
佐
藤
正
久
参
議
院
議
員
に
よ
る
防
衛
講

演
会
及
び
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
特
別
会
員
の
皆

様
に
講
演
会
及
び
懇
親
会
へ
の
ご
案
内
を
差
し
上
げ

た
と
こ
ろ
約
20
法
人
・
個
人
会
員
の
皆
様
に
参
加
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

理事会終了後の１６時から、８０名

の聴講者を前に、「我が国の領土・領

海の防衛」と題して、佐藤正久参議院

議員による防衛講演会が開催されまし

た。

４月２５日の朝鮮人民軍創建８５周

年を目前にして、北朝鮮の核・ミサイ

ル開発・実験への関心が高まる中、米

国の北朝鮮対応についてトランプ政権

と前オバマ政権との違いを、シリアや

アフガニスタンに対する軍事力行使及

びそれらを中国との外交交渉に活用し

ていることを引き合いに解説するとと

もに、日本のミサイル防衛の現状をわ

かりやすくお話していただきました。

「今からでも遅くない、”憂いあれ

ど備えなし”ということがないよう、

今から真剣に準備を進めることが重要

である」とのお話に聴講者は大きく頷

いていました。
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！
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第
１
普
通
科
連
隊
（
連

隊
長

町
中
１
佐
）
は
４
月

23
日
、
日
本
武
道
館
に
お

い
て
公
益
社
団
法
人
全
日

本
銃
剣
道
連
盟
が
主
催
す

る
「
第
61
回
全
日
本
銃
剣

道
優
勝
大
会
」
に
参
加
し

ま
し
た
。

試
合
は
選
抜
さ
れ
た
５

人
を
１
チ
ー
ム
と
し
た
団

体
戦
方
式
で
、
１
普
連
チ
ー

ム
は
防
衛
省
第
１
部
（
69

チ
ー
ム
参
加
）
で
競
い
ま

し
た
。

連
隊
は
危
な
げ
な
い
試

合
運
び
で
駒
を
進
め
、
決

勝
戦
で
は
、
第
４
特
科
連

隊
（
久
留
米
）
に
４
対
１

で
勝
利
す
る
な
ど
、
圧
倒

的
な
強
さ
を
見
せ
つ
け
、

４
年
振
り
に
見
事
日
本
一

の
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。

監

督

の
出

浦

１

曹

は

「
各
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
理
解
し
、
大
将
ま
で

つ
な
げ
る
と
い
う
強
い
気

持
ち
で
戦
っ
た
こ
と
が
優

勝
に
繋
が
っ
た
。
青
少
年

大
会
、
国
体
も
優
勝
を
目

指
す
」
と
更
な
る
飛
躍
を

誓
い
ま
し
た
。

師
団
は
５
月
２
日
・
３

日
、
静
岡
県
浜
松
市
天
竜

区
で
発
生
し
た
山
林
火
災

に
伴
い
、
災
害
派
遣
活
動

を
実
施
し
ま
し
た
。

２
日
11
時
15
分
、
第
34

普
通
科
連
隊
長
兼
ね
て
板

妻
駐
屯
地
司
令

山
之
内
１

佐
は
静
岡
県
か
ら
の
災
害

派
遣
要
請
を
受
理
し
、
師

団
司
令
部
は
同
時
刻
を
も
っ

て
非
常
勤
務
態
勢
に
移
行

し
て
、
11
時
30
分
、
災
害

派
遣
実
施
に
関
す
る
行
動

命
令
を
発
出
し
ま
し
た
。

34
普
連
は
直
ち
に
県
庁

及
び
現
地
対
策
本
部
（
浜

松
市
消
防
本
部
）
に
連
絡

幹
部
を
派
遣
す
る
と
と
も

に
、
フ
ァ
ス
ト
・
フ
ォ
ー

ス
を
降
着
地
域
に
前
進
さ

せ
、
第
12
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

隊
の
Ｃ
Ｈ
‐
47
に
バ
ケ
ッ

ト
取
り
付
け
の
支
援
等
を

実
施
し
ま
し
た
。

第
１
飛
行
隊
（
隊
長

井

上
２
佐
）
は
航
空
偵
察
を

行
う
と
と
も
に
、
前
方
指

揮
所
（
浜
松
基
地
）
を
開

設
し
、
Ｕ
Ｈ
‐
１
に
よ
る

空
中
消
火
及
び
安
全
統
制

を
行
い
ま
し
た
。

３
日
16
時
43
分
、
火
災

の
鎮
圧
を
確
認
し
た
静
岡

県
か
ら
の
派
遣
撤
収
要
請

を
受
け
、
無
事
活
動
を
終

了
し
ま
し
た
。

２
日
間
に
わ
た
る
活
動

で
１
飛
の
Ｕ
Ｈ
‐
１
に
よ

る
空
中
消
火
を
計
11
回
約

５
．
５
㌧
、
12
ヘ
リ
の
Ｃ

Ｈ
‐
47
に
よ
る
空
中
消
火

を
計
94
回
約
４
７
０
㌧
、

そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
ま
し
た
。

（
師
団

広
報
班
）

東
京
地
方
協
力
本
部
三

多
摩
地
区
隊
立
川
出
張
所

は
平
成
29

年
４
月
29

日

（
土
）
、
国
営
昭
和
記
念

公
園
ふ
れ
あ
い
広
場
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
「
緑
の

フ
ィ
ー
ル
ド
コ
ン
サ
ー
ト
」

に
募
集
広
報
ブ
ー
ス
を
開

設
し
ま
し
た
。

「
緑
の
フ
ィ
ー
ル
ド
コ

ン
サ
ー
ト
」
は
国
営
昭
和

記
念
公
園
主
催
、
立
川
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
共
催
の
下
、

航
空
自
衛
隊
中
央
音
楽
隊

が
協
力
し
開
催
さ
れ
、
今

年
で
20
年
目
と
な
り
ま
す
。

こ
の
日
は
国
営
昭
和
記

念
公
園
が
無
料
開
放
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
、
約
５
万

７
千
人
の
来
場
で
賑
わ
い

ま
し
た
が
、
航
空
自
衛
隊

の
演
奏
を
楽
し
み
に
し
た

近
隣
地
域
の
中
学
・
高
校
・

大
学
等
多
く
の
学
生
や
学

校
の
吹
奏
楽
・
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
部
も
多
く
見
ら
れ
、

準
備
の
段
階
か
ら
特
設
ス

テ
ー
ジ
前
は
人
だ
か
り
が

出
来
、
演
奏
が
始
ま
る
頃

に
は
会
場
は
満
員
と
な
り

大
変
な
盛
り
上
が
り
を
見

せ
ま
し
た
。

ま
た
、
コ
ン
サ
ー
ト
会

場
に
隣
接
さ
れ
た
東
京
地

本
ブ
ー
ス
は
写
真
パ
ネ
ル

展
示
及
び
ミ
ニ
制
服
の
試

着
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
と

と
も
に
、
第
１
後
方
支
援

連
隊
第
２
整
備
大
隊
の
支

援
を
受
け
て
装
備
品
（
１

／
２
ｔ
小
型
ト
ラ
ッ
ク
）

展
示
を
実
施
し
来
場
者
の

関
心
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

特
に
ミ
ニ
制
服
の
試
着
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
子
供
達
が
ミ

ニ
制
服
を
着
て
装
備
品
の

小
型
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
車
し

て
記
念
撮
影
を
す
る
等
賑

わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

来
場
者
か
ら
は
「
素
晴

ら
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
を
聴

く
こ
と
が
で
き
良
か
っ
た
」

「
国
民
の
た
め
に
い
つ
も

あ
り
が
と
う
」
「
頑
張
っ

て
下
さ
い
」
な
ど
の
心
温

ま
る
声
を
か
け
ら
れ
、
自

衛
官
と
し
て
更
に
は
、
東

京
地
方
協
力
本
部
の
広
報

官
と
し
て
励
み
と
な
る
激

励
を
多
数
頂
き
ま
し
た
。

三
多
摩
地
区
隊
は
、
国

民
と
身
近
な
自
衛
隊
・
自

衛
官
で
あ
る
べ
く
、
更
に

は
多
く
の
若
者
に
防
衛
省

自
衛
隊
の
活
動
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て
頂
き
、
憧

れ
る
職
業
選
択
の
一
つ
と

な
る
よ
う
、
今
後
も
一
丸

と
な
っ
て
募
集
広
報
活
動

を
展
開
し
て
行
く
と
し
て

い
ま
す
。

大
田
出
張
所
は
平
成
29

年
４
月
30
日
（
日
）
大
田

区
萩
中
公
園
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
、
「
第
66
回
大

田
区
子
ど
も
ガ
ー
デ
ン
パ
ー

テ
ィ
ー
」
に
広
報
ブ
ー
ス

を
開
設
し
ま
し
た
。
各
制

服
等
の
試
着
や
災
害
派
遣

パ
ネ
ル
展
示
、
第
１
普
通

科
連
隊
の
支
援
を
受
け
て

軽
装
甲
機
動
車
、
人
命
救

助
セ
ッ
ト
（
小
隊
用
）
の

展
示
を
行
い
ま
し
た
。

一
番
の
人
気
は
な
ん
と

い
っ
て
も
「
ト
ウ
チ
君
」

で
、
常
に
順
番
待
ち
の
列

が
で
き
る
中
、
子
供
達
と

遊
ん
だ
り
写
真
撮
影
に
ポ
ー

ズ
を
取
り
な
が
ら
応
じ
て

い
ま
し
た
。

大
田
出
張
所
は
今
後
も

よ
り
多
く
の
区
民
、
国
民

に
自
衛
隊
の
活
動
等
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
ら
れ
る

よ
う
に
前
向
き
積
極
的
に

広
報
活
動
を
実
施
し
て
行

く
と
し
て
い
ま
す
。

（
東
京
地
方
協
力
本
部
）

第
１
普
通
科
連
隊
（
連

隊
長

町
中
１
佐
）
は
４
月

23
日
、
日
本
武
道
館
に
お

い
て
公
益
社
団
法
人
全
日

本
銃
剣
道
連
盟
が
主
催
す

る
「
第
61
回
全
日
本
銃
剣

道
優
勝
大
会
」
に
参
加
し

ま
し
た
。

試
合
は
選
抜
さ
れ
た
５

人
を
１
チ
ー
ム
と
し
た
団

体
戦
方
式
で
、
１
普
連
チ
ー

ム
は
防
衛
省
第
１
部
（
69

チ
ー
ム
参
加
）
で
競
い
ま

し
た
。

連
隊
は
危
な
げ
な
い
試

合
運
び
で
駒
を
進
め
、
決

勝
戦
で
は
、
第
４
特
科
連

隊
（
久
留
米
）
に
４
対
１

で
勝
利
す
る
な
ど
、
圧
倒

的
な
強
さ
を
見
せ
つ
け
、

４
年
振
り
に
見
事
日
本
一

の
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。

監

督

の
出

浦

１

曹

は

「
各
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
理
解
し
、
大
将
ま
で

つ
な
げ
る
と
い
う
強
い
気

持
ち
で
戦
っ
た
こ
と
が
優

勝
に
繋
が
っ
た
。
青
少
年

大
会
、
国
体
も
優
勝
を
目

指
す
」
と
更
な
る
飛
躍
を

誓
い
ま
し
た
。

師
団
は
５
月
２
日
・
３

日
、
静
岡
県
浜
松
市
天
竜

区
で
発
生
し
た
山
林
火
災

に
伴
い
、
災
害
派
遣
活
動

を
実
施
し
ま
し
た
。

２
日
11
時
15
分
、
第
34

普
通
科
連
隊
長
兼
ね
て
板

妻
駐
屯
地
司
令

山
之
内
１

佐
は
静
岡
県
か
ら
の
災
害

派
遣
要
請
を
受
理
し
、
師

団
司
令
部
は
同
時
刻
を
も
っ

て
非
常
勤
務
態
勢
に
移
行

し
て
、
11
時
30
分
、
災
害

派
遣
実
施
に
関
す
る
行
動

命
令
を
発
出
し
ま
し
た
。

34
普
連
は
直
ち
に
県
庁

及
び
現
地
対
策
本
部
（
浜

松
市
消
防
本
部
）
に
連
絡

幹
部
を
派
遣
す
る
と
と
も

に
、
フ
ァ
ス
ト
・
フ
ォ
ー

ス
を
降
着
地
域
に
前
進
さ

せ
、
第
12
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

隊
の
Ｃ
Ｈ
‐
47
に
バ
ケ
ッ

ト
取
り
付
け
の
支
援
等
を

実
施
し
ま
し
た
。

第
１
飛
行
隊
（
隊
長

井

上
２
佐
）
は
航
空
偵
察
を

行
う
と
と
も
に
、
前
方
指

揮
所
（
浜
松
基
地
）
を
開

設
し
、
Ｕ
Ｈ
‐
１
に
よ
る

空
中
消
火
及
び
安
全
統
制

を
行
い
ま
し
た
。

３
日
16
時
43
分
、
火
災

の
鎮
圧
を
確
認
し
た
静
岡

県
か
ら
の
派
遣
撤
収
要
請

を
受
け
、
無
事
活
動
を
終

了
し
ま
し
た
。

２
日
間
に
わ
た
る
活
動

で
１
飛
の
Ｕ
Ｈ
‐
１
に
よ

る
空
中
消
火
を
計
11
回
約

５
．
５
㌧
、
12
ヘ
リ
の
Ｃ

Ｈ
‐
47
に
よ
る
空
中
消
火

を
計
94
回
約
４
７
０
㌧
、

そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
ま
し
た
。

（
師
団

広
報
班
）

東
京
地
方
協
力
本
部
三

多
摩
地
区
隊
立
川
出
張
所

は
平
成
29

年
４
月
29

日

（
土
）
、
国
営
昭
和
記
念

公
園
ふ
れ
あ
い
広
場
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
「
緑
の

フ
ィ
ー
ル
ド
コ
ン
サ
ー
ト
」

に
募
集
広
報
ブ
ー
ス
を
開

設
し
ま
し
た
。

「
緑
の
フ
ィ
ー
ル
ド
コ

ン
サ
ー
ト
」
は
国
営
昭
和

記
念
公
園
主
催
、
立
川
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
共
催
の
下
、

航
空
自
衛
隊
中
央
音
楽
隊

が
協
力
し
開
催
さ
れ
、
今

年
で
20
年
目
と
な
り
ま
す
。

こ
の
日
は
国
営
昭
和
記

念
公
園
が
無
料
開
放
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
、
約
５
万

７
千
人
の
来
場
で
賑
わ
い

ま
し
た
が
、
航
空
自
衛
隊

の
演
奏
を
楽
し
み
に
し
た

近
隣
地
域
の
中
学
・
高
校
・

大
学
等
多
く
の
学
生
や
学

校
の
吹
奏
楽
・
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
部
も
多
く
見
ら
れ
、

準
備
の
段
階
か
ら
特
設
ス

テ
ー
ジ
前
は
人
だ
か
り
が

出
来
、
演
奏
が
始
ま
る
頃

に
は
会
場
は
満
員
と
な
り

大
変
な
盛
り
上
が
り
を
見

せ
ま
し
た
。

ま
た
、
コ
ン
サ
ー
ト
会

場
に
隣
接
さ
れ
た
東
京
地

本
ブ
ー
ス
は
写
真
パ
ネ
ル

展
示
及
び
ミ
ニ
制
服
の
試

着
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
と

と
も
に
、
第
１
後
方
支
援

連
隊
第
２
整
備
大
隊
の
支

援
を
受
け
て
装
備
品
（
１

／
２
ｔ
小
型
ト
ラ
ッ
ク
）

展
示
を
実
施
し
来
場
者
の

関
心
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

特
に
ミ
ニ
制
服
の
試
着
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
子
供
達
が
ミ

ニ
制
服
を
着
て
装
備
品
の

小
型
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
車
し

て
記
念
撮
影
を
す
る
等
賑

わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

来
場
者
か
ら
は
「
素
晴

ら
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
を
聴

く
こ
と
が
で
き
良
か
っ
た
」

「
国
民
の
た
め
に
い
つ
も

あ
り
が
と
う
」
「
頑
張
っ

て
下
さ
い
」
な
ど
の
心
温

ま
る
声
を
か
け
ら
れ
、
自

衛
官
と
し
て
更
に
は
、
東

京
地
方
協
力
本
部
の
広
報

官
と
し
て
励
み
と
な
る
激

励
を
多
数
頂
き
ま
し
た
。

三
多
摩
地
区
隊
は
、
国

民
と
身
近
な
自
衛
隊
・
自

衛
官
で
あ
る
べ
く
、
更
に

は
多
く
の
若
者
に
防
衛
省

自
衛
隊
の
活
動
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て
頂
き
、
憧

れ
る
職
業
選
択
の
一
つ
と

な
る
よ
う
、
今
後
も
一
丸

と
な
っ
て
募
集
広
報
活
動

を
展
開
し
て
行
く
と
し
て

い
ま
す
。

大
田
出
張
所
は
平
成
29

年
４
月
30
日
（
日
）
大
田

区
萩
中
公
園
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
、
「
第
66
回
大

田
区
子
ど
も
ガ
ー
デ
ン
パ
ー

テ
ィ
ー
」
に
広
報
ブ
ー
ス

を
開
設
し
ま
し
た
。
各
制

服
等
の
試
着
や
災
害
派
遣

パ
ネ
ル
展
示
、
第
１
普
通

科
連
隊
の
支
援
を
受
け
て

軽
装
甲
機
動
車
、
人
命
救

助
セ
ッ
ト
（
小
隊
用
）
の

展
示
を
行
い
ま
し
た
。

一
番
の
人
気
は
な
ん
と

い
っ
て
も
「
ト
ウ
チ
君
」

で
、
常
に
順
番
待
ち
の
列

が
で
き
る
中
、
子
供
達
と

遊
ん
だ
り
写
真
撮
影
に
ポ
ー

ズ
を
取
り
な
が
ら
応
じ
て

い
ま
し
た
。

大
田
出
張
所
は
今
後
も

よ
り
多
く
の
区
民
、
国
民

に
自
衛
隊
の
活
動
等
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
ら
れ
る

よ
う
に
前
向
き
積
極
的
に

広
報
活
動
を
実
施
し
て
行

く
と
し
て
い
ま
す
。

（
東
京
地
方
協
力
本
部
）

（２） 東京都防衛協会会報（５号） 平成２９年７月１日（２） 東京都防衛協会会報（５号） 平成２９年７月１日

ミニ制服を着る子供達ミニ制服を着る子供達

東
京
都
小
平
市
に
所
在

す
る
小
平
駐
屯
地
を
紹
介

し
ま
す
。
同
駐
屯
地
は
、

小
平
市
の
南
側
に
位
置
し
、

西
武
多
摩
湖
線
「
一
橋
学

園
駅
」
か
ら
徒
歩
５
分
の

立
地
に
あ
り
、
小
平
学
校

と
諸
部
隊
が
所
在
し
て
お

り
ま
す
。

小
平
駐
屯
地
の
歴
史
を

紐
解
く
と
、
前
身
は
明
治

19
年
（
１
８
８
６
）
に
創

設
さ
れ
た
陸
軍
軍
吏
学
舎

に
な
り
ま
す
。
明
治
23
年

に
陸
軍
経
理
学
校
と
改
称

さ
れ
、
明
治
33
年
、
東
京

市
麹
町
区
富
士
見
町
か
ら

牛
込
区
河
田
町
に
移
り
ま

し
た
。
日
本
陸
軍
の
軍
学

校
の
一
つ
で
主
計
、
監
査
、

衣
糧
、
建
築
を
管
掌
す
る

将
校
を
養
成
す
る
学
校
と

し
て
昭
和
17
年
（
１
９
４

２
）
に
は
こ
こ
小
平
に
移

駐
し
、
昭
和
20
年
９
月
に

廃
校
と
な
り
ま
し
た
。

終
戦
後
の
昭
和
29
年
の
自

衛
隊
発
足
に
伴
い
同
年
７

月
「
陸
上
自
衛
隊
業
務
学

校
」
が
誕
生
し
、
同
年
９

月

に
は
同
校
の

第
２
部

（
情
報
教
育
）
が
調
査
学

校
と
し
て
独
立
、
両
校
は

越
中
島
へ
の
一
時
移
駐
を

経
て
昭
和
35
年
１
月
に
は

再
び
小
平
に
移
駐
し
、
以

来
、
小
平
駐
屯
地
は
業
務

学
校
、
調
査
学
校
の
両
校

を
中
心
に
歴
史
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。
平
成
13
年
３

月
に
は
両
校
が
統
合
さ
れ
、

小
平
学
校
と
し
て
創
設
、

平
成
29
年
４
月
現
在
、
駐

屯
地
開
設
63
周
年
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
学
校
の
組
織
は
、

企
画
、
総
務
部
の
他
に
６

コ
教
育
部
（
情
報
、
警
務
、

会
計
、
語
学
、
人
事
、
シ

ス
テ
ム
・
戦
術
）
か
ら
な

り
、
「
国
の
安
危
を
擔
う

べ
き
身
た
る
の
修
養
」
を

校
風
と
し
て
各
職
種
、
職

域
に
必
要
な
教
育
を
実
施

し
、
毎
年
約
２
０
０
０
名

の
卒
業
生
を
輩
出
し
て
お

り
ま
す
。
私
達
が
三
大
行

事
と
呼
ん
で
い
る
学
校
の

主
な
行
事
と
し
て
は
、
４

月
に
観
桜
会
、
７
月
下
旬

に
納
涼
祭
、
11
月
中
旬
に

は
創
立
記
念
行
事
が
あ
り
、

地
域
の
方
々
、
各
協
力
団

体
、
Ｏ
Ｂ
の
方
々
と
の
交

流
を
図
り
、
親
睦
を
深
め

て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
お
越
し
を
駐
屯

地
職
員
・
隊
員
一
同
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
陸
自

小
平
学
校
）

東
京
都
小
平
市
に
所
在

す
る
小
平
駐
屯
地
を
紹
介

し
ま
す
。
同
駐
屯
地
は
、

小
平
市
の
南
側
に
位
置
し
、

西
武
多
摩
湖
線
「
一
橋
学

園
駅
」
か
ら
徒
歩
５
分
の

立
地
に
あ
り
、
小
平
学
校

と
諸
部
隊
が
所
在
し
て
お

り
ま
す
。

小
平
駐
屯
地
の
歴
史
を

紐
解
く
と
、
前
身
は
明
治

19
年
（
１
８
８
６
）
に
創

設
さ
れ
た
陸
軍
軍
吏
学
舎

に
な
り
ま
す
。
明
治
23
年

に
陸
軍
経
理
学
校
と
改
称

さ
れ
、
明
治
33
年
、
東
京

市
麹
町
区
富
士
見
町
か
ら

牛
込
区
河
田
町
に
移
り
ま

し
た
。
日
本
陸
軍
の
軍
学

校
の
一
つ
で
主
計
、
監
査
、

衣
糧
、
建
築
を
管
掌
す
る

将
校
を
養
成
す
る
学
校
と

し
て
昭
和
17
年
（
１
９
４

２
）
に
は
こ
こ
小
平
に
移

駐
し
、
昭
和
20
年
９
月
に

廃
校
と
な
り
ま
し
た
。

終
戦
後
の
昭
和
29
年
の
自

衛
隊
発
足
に
伴
い
同
年
７

月
「
陸
上
自
衛
隊
業
務
学

校
」
が
誕
生
し
、
同
年
９

月

に
は
同
校
の

第
２
部

（
情
報
教
育
）
が
調
査
学

校
と
し
て
独
立
、
両
校
は

越
中
島
へ
の
一
時
移
駐
を

経
て
昭
和
35
年
１
月
に
は

再
び
小
平
に
移
駐
し
、
以

来
、
小
平
駐
屯
地
は
業
務

学
校
、
調
査
学
校
の
両
校

を
中
心
に
歴
史
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。
平
成
13
年
３

月
に
は
両
校
が
統
合
さ
れ
、

小
平
学
校
と
し
て
創
設
、

平
成
29
年
４
月
現
在
、
駐

屯
地
開
設
63
周
年
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
学
校
の
組
織
は
、

企
画
、
総
務
部
の
他
に
６

コ
教
育
部
（
情
報
、
警
務
、

会
計
、
語
学
、
人
事
、
シ

ス
テ
ム
・
戦
術
）
か
ら
な

り
、
「
国
の
安
危
を
擔
う

べ
き
身
た
る
の
修
養
」
を

校
風
と
し
て
各
職
種
、
職

域
に
必
要
な
教
育
を
実
施

し
、
毎
年
約
２
０
０
０
名

の
卒
業
生
を
輩
出
し
て
お

り
ま
す
。
私
達
が
三
大
行

事
と
呼
ん
で
い
る
学
校
の

主
な
行
事
と
し
て
は
、
４

月
に
観
桜
会
、
７
月
下
旬

に
納
涼
祭
、
11
月
中
旬
に

は
創
立
記
念
行
事
が
あ
り
、

地
域
の
方
々
、
各
協
力
団

体
、
Ｏ
Ｂ
の
方
々
と
の
交

流
を
図
り
、
親
睦
を
深
め

て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
お
越
し
を
駐
屯

地
職
員
・
隊
員
一
同
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
陸
自

小
平
学
校
）

小平駐屯地小平駐屯地
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第
37
代
第
１
師
団
長
と

し
て
柴
田
昭
市
（
し
ば
た

し
ょ
う
い
ち
）
陸
将
が
３

月
27
日
付
で
第
14
旅
団
長

（
善
通
寺
）
か
ら
着
任
し

ま
し
た
。

翌
28
日
、
柴
田
師
団
長

は
副
師
団
長
以
下
隷
下
部

隊
長
等
が
出
迎
え
る
中
、

第
１
普
通
科
連
隊
及
び
第

１
音
楽
隊
で
編
成
さ
れ
た

儀
杖
隊
に
よ
る
栄
誉
礼
を

受
け
、
慰
霊
碑
に
献
花
し

た
後
、
着
任
式
に
臨
み
ま

し
た
。

着
任
の
辞
に
お
い
て
師

団
長
は
整
列
し
た
部
隊
に

対

し

統

率

方

針

と

し

て

『
強
靭
な
第
１
師
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の
練

成
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を
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げ
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即
動
必
遂
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技
体
の
充
実
』
を
要

望
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た
。
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司
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ご
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ま
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昭
島
市
防
衛
協
会
青
年

部
は
55
歳
ま
で
の
規
約
の

も
と
、
１
３
６
名
の
メ
ン

バ
ー
で
運
営
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

主
な
活
動
内
容
と
い
た

し
ま
し
て
は
「
防
衛
意
識

の
高
揚
を
図
り
、
防
衛
基

盤
の
育
成
強
化
に
寄
与
す

る
と
と
も
に
、
自
衛
隊
の

活
動
を
支
援
・
協
力
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
」
を

軸
に
、
総
会
を
始
め
い
く

つ
か
の
活
動
と
親
会
の
事

業
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る

な
ど
の
お
手
伝
い
も
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
東
京
都
防
衛
協
会

青
年
部
会
、
全
国
防
衛
協

会
連
合
会
青
年
部
会
が
行

う
事
業
に
参
加
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

今
、
多
く
の
メ
ン
バ
ー
に

参
加
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
が
、
参
加
比
率
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
ま
だ
ま
だ

考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い

部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
一

歩
一
歩
着
実
に
数
字
を
伸

ば
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
活
動
を

通
じ
て
メ
ン
バ
ー
と
の
横

の
繋
が
り
を
大
切
に
し
、

よ
り
良
い
活
動
を
し
て
い

き
た
い
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。青

年
部
部
長

水
村
豊

当
協
会
は
昭
和
50
年
12

月
に
発
足
し
41
年
に
な
る

が
、
こ
の
間
他
の
防
衛
協

会
が
行
っ
て
い
な
い
特
色

あ
る
事
業
を
現
在
も
継
続

し
て
い
る
。

そ
の
一
つ
が
防
衛
協
会

の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
た
『
自
衛

官
募
集
』
の
大
型
看
板
設

置
で
、
現
在
市
内
に
20
カ

所
建
て
て
あ
り
、
そ
れ
な

り
の
効
果
を
示
し
て
い
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
市
内

か
ら
昨
年
度
は
９
名
、
今

年
度
は
５
名
の
入
隊
者
が

あ
っ
た
。

も
う
一
つ
は
若
い
隊
員

の
激
励
会
で
、
会
員
の
忘

年
会
兼
ね
て
、
東
立
川
・

立
川
両
駐
屯
地
と
府
中
・

立
川
分
屯
両
基
地
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
若
い
隊
員
を
２
名

ず
つ
招
待
し
激
励
と
と
も

に
記
念
品
を
贈
呈
し
て
、

会
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
好
評
を
得

て
い
る
。
昨
年
ま
で
忘
年

会
40
回
・
激
励
会
25
回
を

数
え
て
い
る
。
ま
た
、
当

協
会
は
毎
年
度
、
日
帰
り

で
視
察
研
修
会
を
実
施
し
、

昨
年
度
は
立
川
分
屯
基
地

の
計
ら
い
で
、
東
立
川
の

航
空
装
備
研
究
所
と
横
田

の
日
米
両
基
地
の
視
察
研

修
を
実
施
し
、
昼
食
は
米

軍
の
食
堂
で
喫
食
も
し
た
。

今
年
度
は
米
海
軍
の
横
須

賀
基
地
を
計
画
中
で
あ
る
。

そ
の
他
当
協
会
は
近
隣

の
東
立
川
・
立
川
両
駐
屯

地
と
府
中
・
立
川
分
屯
両

基
地
の
諸
事
業
に
積
極
的

に
参
加
協
力
し
て
お
り
、

特
に
東
立
川
駐
屯
地
の
夏

祭
り
・
周
年
記
念
大
会
・

暮
れ
の
餅
つ
き
の
事
業
等

は
共
催
で
実
施
し
て
い
る
。

加
え
て
国
分
寺
募
集
案
内

所
に
情
報
提
供
を
心
が
け

て
い
る
。会

長

佐
伯

寛

50
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

が
多
く
の
諸
先
輩
及
び
Ｏ

Ｂ
の
方
々
の
お
世
話
と
ご

協
力
並
び
に
会
員
皆
様
の

ご
努
力
に
よ
っ
て
無
事
終

え
ら
れ
た
こ
と
に
心
か
ら

敬
意
と
お
祝
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。
一
方
で
我
が
国

周
辺
の
防
衛
環
境
に
つ
き

ま
し
て
は
会
員
の
皆
様
は

も
と
よ
り
全
国
民
が
そ
れ

ぞ
れ
に
懸
念
さ
れ
て
い
る

今
日
こ
の
頃
で
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
す
が
、

板
橋
区
防
衛
協
会
の
瀬
尾

会
長
及
び
柴
田
広
報
担
当

理
事
の
ご
紹
介
に
よ
り
、

秋
田
耕
治
郎
氏
（
神
田
三

崎
町
に
お
い
て
秋
田
会
計

事
務
所
経
営
）
が
当
協
会

の
会
員
に
加
わ
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

千
代
田
区
及
び
中
央
区
に

お
住
ま
い
で
な
く
て
も
、

勤
務
地
の
都
合
上
当
協
会

へ
ご
興
味
の
あ
る
方
に
は

忌
憚
の
な
い
ご
意
見
や
ご

要
望
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、

で
き
れ
ば
入
会
し
て
い
た

だ
き
た
い
、
と
思
う
次
第

で
す
。

会
員
の
皆
様
の
ご
協
力

ご
助
力
を
戴
き
な
が
ら
、

結
成
時
の
初
心
に
戻
っ
て

努
力
を
積
み
重
ね
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
今

後
と
も
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

会
長

中
谷

照

私
た
ち
瑞
穂
町
防
衛
協

会
は
５
月
23
日
に
今
年
度

の
総
会
を
開
催
し
、
新
年

度
の
事
業
や
予
算
を
決
定

し
ま
し
た
。
総
会
は
盛
会

で
し
た
が
、
や
は
り
気
に

な
る
の
は
、
年
々
、
会
員

が
減
っ
て
き
て
い
る
こ
と

で
す
。
高
齢
化
や
若
い
人

た
ち
の
加
入
が
な
い
こ
と

が
原
因
で
す
。
し
か
し
、

会
員
の
減
少
は
、
そ
れ
な

り
に
理
由
の
あ
る
こ
と
で

す
。自

衛
隊
の
発
足
し
た
て

の
こ
ろ
は
、
多
く
の
国
民

は
、
先
の
大
戦
の
苦
い
経

験
か
ら
、
自
衛
隊
の
存
在

を
認
め
よ
う
と
は
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
つ
ま
り
、
自

衛
隊
、
そ
し
て
自
衛
隊
員

は
白
眼
視
の
対
象
だ
っ
た

の
で
す
。
で
も
、
今
は
違

い
ま
す
。
90
％
以
上
の
人
々

が
自
衛
隊
の
存
在
を
認
知

し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

こ
と
さ
ら
自
衛
隊
へ
の
支

援
を
、
声
を
大
に
し
て
訴

え
る
必
要
性
は
薄
れ
て
き

た
の
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
こ
の
国
の
安

全
保
障
を
考
え
る
と
き
、

今
の
自
衛
隊
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
決
し
て
万
全
な

状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

防
衛
協
会
の
役
割
は
少
し

も
小
さ
く
な
っ
て
は
い
な

い
の
で
す
。
こ
の
こ
と
を

私
た
ち
は
訴
え
続
け
る
べ

き
だ
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

会
長

吉
岡

忠

昭
島
市
防
衛
協
会
青
年

部
は
55
歳
ま
で
の
規
約
の

も
と
、
１
３
６
名
の
メ
ン

バ
ー
で
運
営
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

主
な
活
動
内
容
と
い
た

し
ま
し
て
は
「
防
衛
意
識

の
高
揚
を
図
り
、
防
衛
基

盤
の
育
成
強
化
に
寄
与
す

る
と
と
も
に
、
自
衛
隊
の

活
動
を
支
援
・
協
力
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
」
を

軸
に
、
総
会
を
始
め
い
く

つ
か
の
活
動
と
親
会
の
事

業
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る

な
ど
の
お
手
伝
い
も
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
東
京
都
防
衛
協
会

青
年
部
会
、
全
国
防
衛
協

会
連
合
会
青
年
部
会
が
行

う
事
業
に
参
加
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

今
、
多
く
の
メ
ン
バ
ー
に

参
加
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
が
、
参
加
比
率
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
ま
だ
ま
だ

考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い

部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
一

歩
一
歩
着
実
に
数
字
を
伸

ば
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
活
動
を

通
じ
て
メ
ン
バ
ー
と
の
横

の
繋
が
り
を
大
切
に
し
、

よ
り
良
い
活
動
を
し
て
い

き
た
い
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。青

年
部
部
長

水
村
豊

当
協
会
は
昭
和
50
年
12

月
に
発
足
し
41
年
に
な
る

が
、
こ
の
間
他
の
防
衛
協

会
が
行
っ
て
い
な
い
特
色

あ
る
事
業
を
現
在
も
継
続

し
て
い
る
。

そ
の
一
つ
が
防
衛
協
会

の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
た
『
自
衛

官
募
集
』
の
大
型
看
板
設

置
で
、
現
在
市
内
に
20
カ

所
建
て
て
あ
り
、
そ
れ
な

り
の
効
果
を
示
し
て
い
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
市
内

か
ら
昨
年
度
は
９
名
、
今

年
度
は
５
名
の
入
隊
者
が

あ
っ
た
。

も
う
一
つ
は
若
い
隊
員

の
激
励
会
で
、
会
員
の
忘

年
会
兼
ね
て
、
東
立
川
・

立
川
両
駐
屯
地
と
府
中
・

立
川
分
屯
両
基
地
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
若
い
隊
員
を
２
名

ず
つ
招
待
し
激
励
と
と
も

に
記
念
品
を
贈
呈
し
て
、

会
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
好
評
を
得

て
い
る
。
昨
年
ま
で
忘
年

会
40
回
・
激
励
会
25
回
を

数
え
て
い
る
。
ま
た
、
当

協
会
は
毎
年
度
、
日
帰
り

で
視
察
研
修
会
を
実
施
し
、

昨
年
度
は
立
川
分
屯
基
地

の
計
ら
い
で
、
東
立
川
の

航
空
装
備
研
究
所
と
横
田

の
日
米
両
基
地
の
視
察
研

修
を
実
施
し
、
昼
食
は
米

軍
の
食
堂
で
喫
食
も
し
た
。

今
年
度
は
米
海
軍
の
横
須

賀
基
地
を
計
画
中
で
あ
る
。

そ
の
他
当
協
会
は
近
隣

の
東
立
川
・
立
川
両
駐
屯

地
と
府
中
・
立
川
分
屯
両

基
地
の
諸
事
業
に
積
極
的

に
参
加
協
力
し
て
お
り
、

特
に
東
立
川
駐
屯
地
の
夏

祭
り
・
周
年
記
念
大
会
・

暮
れ
の
餅
つ
き
の
事
業
等

は
共
催
で
実
施
し
て
い
る
。

加
え
て
国
分
寺
募
集
案
内

所
に
情
報
提
供
を
心
が
け

て
い
る
。会

長

佐
伯

寛

50
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

が
多
く
の
諸
先
輩
及
び
Ｏ

Ｂ
の
方
々
の
お
世
話
と
ご

協
力
並
び
に
会
員
皆
様
の

ご
努
力
に
よ
っ
て
無
事
終

え
ら
れ
た
こ
と
に
心
か
ら

敬
意
と
お
祝
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。
一
方
で
我
が
国

周
辺
の
防
衛
環
境
に
つ
き

ま
し
て
は
会
員
の
皆
様
は

も
と
よ
り
全
国
民
が
そ
れ

ぞ
れ
に
懸
念
さ
れ
て
い
る

今
日
こ
の
頃
で
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
す
が
、

板
橋
区
防
衛
協
会
の
瀬
尾

会
長
及
び
柴
田
広
報
担
当

理
事
の
ご
紹
介
に
よ
り
、

秋
田
耕
治
郎
氏
（
神
田
三

崎
町
に
お
い
て
秋
田
会
計

事
務
所
経
営
）
が
当
協
会

の
会
員
に
加
わ
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

千
代
田
区
及
び
中
央
区
に

お
住
ま
い
で
な
く
て
も
、

勤
務
地
の
都
合
上
当
協
会

へ
ご
興
味
の
あ
る
方
に
は

忌
憚
の
な
い
ご
意
見
や
ご

要
望
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、

で
き
れ
ば
入
会
し
て
い
た

だ
き
た
い
、
と
思
う
次
第

で
す
。

会
員
の
皆
様
の
ご
協
力

ご
助
力
を
戴
き
な
が
ら
、

結
成
時
の
初
心
に
戻
っ
て

努
力
を
積
み
重
ね
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
今

後
と
も
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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長

中
谷
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穂
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５
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催
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が
減
っ
て
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る
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と
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。
高
齢
化
や
若
い
人

た
ち
の
加
入
が
な
い
こ
と

が
原
因
で
す
。
し
か
し
、

会
員
の
減
少
は
、
そ
れ
な

り
に
理
由
の
あ
る
こ
と
で

す
。自

衛
隊
の
発
足
し
た
て

の
こ
ろ
は
、
多
く
の
国
民

は
、
先
の
大
戦
の
苦
い
経

験
か
ら
、
自
衛
隊
の
存
在

を
認
め
よ
う
と
は
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
つ
ま
り
、
自

衛
隊
、
そ
し
て
自
衛
隊
員

は
白
眼
視
の
対
象
だ
っ
た

の
で
す
。
で
も
、
今
は
違

い
ま
す
。
90
％
以
上
の
人
々

が
自
衛
隊
の
存
在
を
認
知

し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

こ
と
さ
ら
自
衛
隊
へ
の
支

援
を
、
声
を
大
に
し
て
訴

え
る
必
要
性
は
薄
れ
て
き

た
の
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
こ
の
国
の
安

全
保
障
を
考
え
る
と
き
、

今
の
自
衛
隊
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
決
し
て
万
全
な

状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

防
衛
協
会
の
役
割
は
少
し

も
小
さ
く
な
っ
て
は
い
な

い
の
で
す
。
こ
の
こ
と
を

私
た
ち
は
訴
え
続
け
る
べ

き
だ
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

会
長

吉
岡

忠
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新
島
村
防
衛
協
会
は
、

東
京
都
防
衛
協
会
が
発
足

す
る
前
年
の
昭
和
40
年
に

結
成
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
32
年
、
新
島
村
が

国
産
ミ
サ
イ
ル
発
射
試
験

場
候
補
地
と
し
て
挙
げ
ら

れ
て
以
降
、
33
年
に
は
ミ

サ
イ
ル
試
射
場
設
置
反
対

同
盟
が
、
34
年
に
は
条
件

付
き
賛
成
派
が
結
成
さ
れ

る
な
ど
、
村
を
二
分
す
る

よ
う
な
騒
ぎ
と
な
り
ま
し

た
が
、
37
年
3
月
に
防
衛

庁
技
術
研
究
本
部
新
島
試

験
場
（
現
在
は
、
新
島
支

所
）
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

翌
年
38
年
7
月
は
最
初
の

国
産
ミ
サ
イ
ル
の
試
射
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
反
対
運
動
が
ま

だ
ま
だ
盛
ん
な
中
、
40
年

に
、
冒
頭
述
べ
ま
し
た
よ

う
に
、
賛
成
派
有
志
に
よ

り
新
島
村
防
衛
協
会
が
結

成
さ
れ
た
次
第
で
す
。

そ
の
後
、
休
止
し
た
時

期
が
あ
り
ま
し
た
が
、
平

成
21
年
3
月
に
新
島
村
防

衛
協
会
と
し
て
再
出
発
し
、

今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
前
田
靖
男
会
長

の
も
と
、
約
90
名
の
会
員

が
、
毎
年
、
新
島
支
所
の

試
験
隊
員
や
不
発
弾
処
理

を
行
う
水
中
処
分
隊
員
の

皆
様
を
激
励
す
る
な
ど
の

活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
自
分
の
国
は
自
分
で
守

る
」
と
い
う
気
概
を
忘
れ

ず
、
東
京
都
防
衛
協
会
の

皆
様
と
一
緒
に
頑
張
っ
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
島
村
は
、
山
の
幸
・

海
の
幸
や
温
泉
な
ど
自
然

に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

東
京
都
防
衛
協
会
の
会

員
の
皆
様
の
お
越
し
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

事
務
局
長

市
川
俊
好
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。
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以
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が
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に
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が
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な
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、
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を
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す
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よ
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な
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と
な
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ま
し
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が
、
37
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月
に
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庁
技
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研
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本
部
新
島
試

験
場
（
現
在
は
、
新
島
支

所
）
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

翌
年
38
年
7
月
は
最
初
の

国
産
ミ
サ
イ
ル
の
試
射
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
反
対
運
動
が
ま

だ
ま
だ
盛
ん
な
中
、
40
年

に
、
冒
頭
述
べ
ま
し
た
よ

う
に
、
賛
成
派
有
志
に
よ

り
新
島
村
防
衛
協
会
が
結

成
さ
れ
た
次
第
で
す
。

そ
の
後
、
休
止
し
た
時

期
が
あ
り
ま
し
た
が
、
平

成
21
年
3
月
に
新
島
村
防

衛
協
会
と
し
て
再
出
発
し
、

今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
前
田
靖
男
会
長

の
も
と
、
約
90
名
の
会
員

が
、
毎
年
、
新
島
支
所
の

試
験
隊
員
や
不
発
弾
処
理

を
行
う
水
中
処
分
隊
員
の

皆
様
を
激
励
す
る
な
ど
の

活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
自
分
の
国
は
自
分
で
守

る
」
と
い
う
気
概
を
忘
れ

ず
、
東
京
都
防
衛
協
会
の

皆
様
と
一
緒
に
頑
張
っ
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
島
村
は
、
山
の
幸
・

海
の
幸
や
温
泉
な
ど
自
然

に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

東
京
都
防
衛
協
会
の
会

員
の
皆
様
の
お
越
し
を
お

待
ち
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て
い
ま
す
。

事
務
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長

市
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俊
好
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会
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ズ
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協
会
の
素
顔
」 東立川駐屯地周年記念会場東立川駐屯地周年記念会場

第1師団創立記念祝賀会にて第1師団創立記念祝賀会にて

日
野
市
防
衛
協
会
（
土

方
尚
功
会
長
」
）
は
、
５

月
27
日
、
高
畑
不
動
尊
・

信
徒
会
館
に
お
い
て
、
大

坪
日
野
市
長
、
古
賀
都
議

会
議
員
、
小
田
原
・
高
木
・

長
島
各
衆
議
院
議
員
、
日

野
市
防
衛
議
員
連
盟
各
議

員
及
び
自
衛
隊
・
協
力
団

体
か
ら
多
く
の
ご
来
賓
の

ご
出
席
を
得
て
、
創
立
50

周
年
記
念
定
期
総
会
を
盛

大
に
開
催
し
ま
し
た
。

記
念
講
演
、
定
期
総
会

及
び
懇
親
会
の
三
部
か
ら

構
成
さ
れ
、
第
一
部
の
記

念
講
演
会
に
お
い
て
は
、

佐
藤
正
久
参
議
院
議
員
を

講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、

「
守
る
べ
き
人
が
い
る
」

と
題
す
る
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

第
二
部
の
定
期
総
会
に

続
い
て
第
三
部
の
懇
親
会

が
行
わ
れ
、
出
席
者
は
50

年
の
歩
み
を
振
り
返
り
つ

つ
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

当
協
会
は
、
日
野
市
に

お
い
て
自
衛
隊
へ
の
理
解

が
進
ま
な
い
時
代
か
ら
今

日
ま
で
「
国
防
の
中
核
を

な
す
自
衛
隊
の
重
要
性
を

市
民
に
訴
え
理
解
と
協
力

を
得
る
」
べ
く
努
力
し
て

き
ま
し
た
が
、
引
き
続
き

日
野
市
長
は
じ
め
市
議
団

17
名
の
防
衛
議
員
連
盟
の

ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
創

立
50
周
年
を
契
機
と
し
て

新
た
な
思
い
で
活
動
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

前
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長
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峰
敏
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立
川
市
と
い
え
ば
昭
和

記
念
公
園
。
年
間
４
０
０

万
人
以
上
の
方
が
訪
れ
、

四
季
折
々
の
花
の
美
し
さ

や
夏
の
花
火
大
会
、
冬
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

が
有
名
で
す
。

Ｊ
Ｒ
立
川
駅
直
近
の
交

通
至
便
な
好
立
地
に
位
置

し
、
広
大
な
緑
と
自
然
が

国
内
随
一
の
公
園
の
玄
関

口
に
は
広
々
と
し
た
緑
の

文
化
ゾ
ー
ン
が
無
料
で
開

放
さ
れ
、
好
天
時
に
は
富

士
山
の
雄
姿
も
眺
め
ら
れ

る
ほ
か
、
昭
和
天
皇
記
念

館
も
あ
り
、
ゆ
っ
く
り
く

つ
ろ
げ
ま
す
。

そ
し
て
公
園
の
す
ぐ
近
く

で
さ
り
げ
な
く
街
の
風
景

に
溶
け
込
ん
で
い
る
の
が
、

「
フ
ァ
ー
レ
立
川
ア
ー

ト
」
で
す
。

近
年
六
本
木
や
上
海
な

ど
で
も
取
り
組
ま
れ
た
い

わ
ゆ
る
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー

ト
」
の
先
駆
け
で
立
川
駅

北
口
の
米
軍
基
地
跡
地
に

誕
生
し
た
、
ホ
テ
ル
、
デ

パ
ー
ト
、
映
画
館
、
オ
フ
ィ

ス
ビ
ル
等
が
集
積
す
る
約

６
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
街
区
に

ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
北

川
フ
ラ
ム
氏
の
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
に
よ
り
１
９
９
４
年
に

誕
生
し
ま
し
た
。

20
世
紀
を
代
表
す
る
36
ヶ

国
92
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

に
よ
る
１
０
９
点
の
作
品

は
色
も
形
も
素
材
も
さ
ま

ざ
ま
で
す
。
世
界
中
の
現

代
ア
ー
ト
フ
ァ
ン
の
注
目

を
集
め
て
い
ま
す
。
し
か

も
美
術
館
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー

展
示
の
作
品
と
異
な
り
、

車
止
め
や
ベ
ン
チ
、
街
灯
、

散
水
栓
な
ど
、
様
々
な
設

備
の
一
部
だ
っ
た
り
、
不

思
議
な
仕
掛
け
が
あ
っ
た

り
、
誰
で
も
が
触
れ
た
り

座
っ
た
り
で
き
ま
す
。

朝
昼
夜
、
ま
た
晴
雨
、

光
線
、
季
節
に
よ
っ
て
も

表
情
を
変
え
る
１
０
９
作

品
、
ぜ
ひ
、
あ
な
た
の
お

気
に
入
り
を
見
つ
け
て
く

だ
さ
い
。

さ
て
、
散
歩
に
疲
れ
た

ら
一
休
み
、
テ
ィ
ー
ブ
レ
ィ

ク
や
お
食
事
な
ら
、
立
川

の
街
は
美
味
し
い
お
店
が

目
白
押
し
、
そ
の
中
で
も
、

立
川
市
と
立
川
市
商
店
街

振
興
組
合
連
合
会
が
審
査

す
る
「
輝
く
個
店
」
は
、

味
も
雰
囲
気
も
接
客
も
、

ど
こ
か
ら
見
て
も
太
鼓
判

の
お
店
が
グ
ラ
ン
プ
リ
、

準
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
店
。

「
輝
く
個
店
×
立
川
市
」

で
検
索
す
る
と
、
お
す
す

め
の
お
店
情
報
が
ｇ
ｅ
ｔ

で
き
ま
す
よ
。

会
長

滝
島
秋
生
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名所・名店名所・名店

立

川

市

立

川

市
◇材料

鰯・・３～４尾

塩、こしょう・・少々

片栗粉・・適量

にんにく・・１０ｇ

豆板醤・・小さじ１/２

ピーマン・・４個

油・・大さじ２

オイスターソース・・大さじ１

Ａ 砂糖・・小さじ２

しょうゆ・・小さじ１

酒・・大さじ２

◇作り方

① 鰯は頭と内臓を除いて洗い、水気をふいて手開きにする。

腹骨をとって縦半分に切り、長さを半分に切って塩、こしょ

うをする。

② ①の水気をふいて片栗粉をまぶす。

③ にんにくはみじんに切る。

④ ピーマンは半分に切って、ヘタと

種を除き、３cm角くらいに切る。

⑤ Ａはよく混ぜ合わせておく。

⑥ フライパンに油大さじ１を温め、

②を両面焼いて取り出す。

⑦ ⑥のフライパンに油大さじ１、③、豆板醤を入れて火にか

け、④を加えて炒める。

⑧ ⑥の鰯、⑤を加えて炒め合わせ、味をみてととのえ器に盛

る。

※ カラーピーマン（赤、黄、オレンジなど）や、きゅうり

を使ってもよい。

※ 豆板醤の代わりに日本の味噌とチリパウダーで代用して

もよい。

手開きのいわしをこんがり焼いて季節の野菜

と炒めます。

パパのビールにもわたしのごはんにもぴった

りの簡単で元気のでるおかずでーす。

《江上料理学院のお問い合わせ先》

TEL 03-3269-0281 FAX 03-3269-0285
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江上栄子先生
☆江上料理学院

院長
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暑
中
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。
。

今
月
号
で
は
特
別
企
画

と
し
て
「
北
方
領
土
」
に

関
す
る
記
事
を
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
は
北
方
領
土
問
題
の

進
展
を
期
待
し
た
い
と
こ

ろ
で
す
が
、
最
近
の
プ
ー

チ
ン
・
ロ
シ
ア
大
統
領
の

発
言
を
見
る
と
「
な
お
道

遠
し
」
の
感
が
し
ま
す
。

政
府
の
粘
り
強
い
交
渉
に

期
待
し
た
い
で
す
。

会
報
発
行
２
年
目
に
入

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

会
員
は
じ
め
自
衛
隊
の

皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
Ｍ
・
Ｗ
）

暑
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す
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に
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こ
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が
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会
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は
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め
自
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の

皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
Ｍ
・
Ｗ
）

東
京
都
防
衛
協
会
は
、

３
月
14
日
、
練
馬
駐
屯
地

に
お
い
て
平
成
28
年
度
の

部
隊
研
修
と
し
て
、
第
１

師
団
を
研
修
し
ま
し
た
。

都
内
各
地
か
ら
地
区
協

会
員
33
名
、
特
別
会
員
27

名
、
本
部
４
名
の
合
計
64

名
の
多
く
の
会
員
が
参
加

し
ま
し
た
。

西
師
団
長
の
ご
挨
拶
に

引
き
続
き
、
武
本
第
三
部

長
か
ら
師
団
の
概
況
に
つ

い
て
ス
ク
リ
ー
ン
に
写
真

を
写
し
な
が
ら
わ
か
り
易

く
説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。

師
団
が
訓
練
に
、
災
害
派

遣
に
、
国
家
行
事
に
と
幅

広
く
活
躍
し
て
い
る
こ
と

に
参
加
者
は
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
３
コ
組
に
分

か
れ
て
装
備
品
の
展
示
説

明
、
軽
装
甲
機
動
車
の
試

乗
、
銃
剣
道
訓
練
の
見
学

の
３
つ
の
項
目
を
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
で
研
修
し
ま
し
た
。

特
に
師
団
の
ご
配
慮
で

軽
装
甲
機
動
車
の
試
乗
を

実
施
し
て
頂
き
ま
し
た
が
、

男
性
も
女
性
も
み
な
童
心

に
返
り
駐
屯
地
内
の
ド
ラ

イ
ブ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
次
回
は
演
習
場
の
デ

コ
ボ
コ
道
を
走
っ
て
み
た

い
と
所
見
を
漏
ら
し
て
い

る
人
も
い
ま
し
た
。

最
後
は
、
練
武
館
に
集

合
し
て
第
１
音
楽
隊
の
勇

壮
か
つ
キ
レ
の
あ
る
演
奏

を
約
30
分
間
鑑
賞
し
、
テ

ン
シ
ョ
ン
を
最
高
潮
に
上

げ
て
研
修
を
終
了
し
ま
し

た
。年

度
末
の
隊
務
多
忙
の

中
、
我
々
の
た
め
に
準
備

に
撤
収
に
支
援
を
し
て
頂

い
た
隊
員
の
皆
様
に
心
か

ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

常
任
理
事

湖
﨑

隆

東
京
都
防
衛
協
会
は
、

３
月
14
日
、
練
馬
駐
屯
地

に
お
い
て
平
成
28
年
度
の

部
隊
研
修
と
し
て
、
第
１

師
団
を
研
修
し
ま
し
た
。

都
内
各
地
か
ら
地
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協

会
員
33
名
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特
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会
員
27

名
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部
４
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合
計
64

名
の
多
く
の
会
員
が
参
加

し
ま
し
た
。
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ま
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デ

コ
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み
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と
所
見
を
漏
ら
し
て
い

る
人
も
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ま
し
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練
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館
に
集
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し
て
第
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の
勇
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キ
レ
の
あ
る
演
奏

を
約
30
分
間
鑑
賞
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テ
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シ
ョ
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を
最
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潮
に
上

げ
て
研
修
を
終
了
し
ま
し

た
。年
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の
隊
務
多
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の

中
、
我
々
の
た
め
に
準
備

に
撤
収
に
支
援
を
し
て
頂

い
た
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員
の
皆
様
に
心
か

ら
お
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す
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常
任
理
事
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実
り
多
か
っ
た
第
１
師
団
研
修
！

実
り
多
か
っ
た
第
１
師
団
研
修
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軽装甲機動車軽装甲機動車

（
１
面
の
続
き
）

他
方
「
共
同
経
済
活
動
」

は
、
国
境
画
定
が
な
け
れ

ば
本
来
不
可
能
な
平
和
条

約
交
渉
だ
が
、
北
方
領
土

を
「
日
露
両
国
民
が
共
存

で
き
る
島
」
と
位
置
づ
け
、

“
ど
ち
ら
の
国
の
法
律
に

も
服
さ
な
い
で
生
活
で
き

る
枠
組
み
を
考
え
出
し
て

み
よ
う
”
、
帰
属
を
あ
え

て
あ
い
ま
い
に
し
、
バ
ッ

フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
に
し
た
ま

ま
と
す
る
新
た
な
試
み
だ
。

安
全
保
障
面
か
ら
観
る
な

ら
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
は
、

米
国
と
の
核
戦
争
に
備
え

た
Ｓ
Ｌ
Ｂ
Ｍ
（
第
二
撃
能

力
）
を
隠
し
置
く
ロ
シ
ア

の
聖
域
だ
。
北
方
領
土
は

こ
れ
を
守
る
南
端
の
島
で

あ
り
、
残
念
な
が
ら
日
本

へ
の
返
還
は
極
め
て
困
難

だ
ろ
う
。

「
元
島
民
の
悲
願
」
「
複

雑
な
安
全
保
障
環
境
」
に

加
え
、
ど
ん
な
結
論
で
あ

ろ
う
と
も
生
じ
て
し
ま
う

“

反
対

勢

力
”

と

い
う

「
政
治
的
リ
ス
ク
」
。

北
方
領
土
は
、
現
在
の

両
国
首
脳
の
よ
う
な
「
強

い
政
権
基
盤
」
の
時
に
し

か
解
決
で
き
な
い
問
題
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
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で
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、
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が
ら
日
本
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は
極
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て
困
難

だ
ろ
う
。

「
元
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の
悲
願
」
「
複
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な
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全
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障
環
境
」
に

加
え
、
ど
ん
な
結
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で
あ

ろ
う
と
も
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し
ま
う

“

反
対

勢

力
”

と

い
う

「
政
治
的
リ
ス
ク
」
。
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方
領
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、
現
在
の

両
国
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の
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な
「
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作品「見知らぬ人々」作品「見知らぬ人々」作品「横たわる人」作品「横たわる人」

作品「会話」作品「会話」

北
方
領
土
を
考
え
る

北
方
領
土
を
考
え
る

作品「道祖神（トナカイ）」作品「道祖神（トナカイ）」

西 師団長（当時）西 師団長（当時）

第1音楽隊第1音楽隊

自
分
の
国
は
自
分
で
守
ろ
う
！

自
分
の
国
は
自
分
で
守
ろ
う
！
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集
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編
集
後
記


